
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人 ハッピー 広報誌      2024 年 1月発行 Ｎｏ．22 

 ハッピー 通信 

 

 

本部 〒890-0032 鹿児島市西陵１丁目８－７ TEL 099-282-7408  FAX099-296-1733  （事務局 TEL 099-283-6120） 

新
年
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

二
〇
二
四
年
の
念
頭
に
あ
た
り
、謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
法
人
も
二
〇
〇
六
年
の
設
立
か
ら
、
今
年
で
十
八
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
間
、一
歩
ず
つ
積
み
上
げ
て
き
た
実
績
が
実
を
結
び
、落
ち
着
い
た
環
境
施

設
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
当
法
人
は
、
明
る
く
・
良
い
職
員
に
恵
ま
れ
、
地
域
の

方
々
の
温
か
い
支
え
も
あ
り
、お
か
げ
さ
ま
で
大
き
な
事
故
も
な
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
職
員
・皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
改
め
て
原
点
回
帰
し
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
・
学
び
あ
え
る
社

会
を
築
こ
う
」
と
続
け
て
き
た
私
た
ち
法
人
の
取
り
組
み
を
再
認
識
し
て
、
未

来
永
劫
法
人
を
継
続
し
て
い
く
為
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
み
ん
な
で
考
え
、

話
し
合
い
再
構
築
し
て
行
く
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
私
達
が
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
」
を
考
え
、
支
え
て
も
ら

う
だ
け
で
な
く
「
内
か
ら
外
へ
」
へ
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

利
用
者
は
、
日
々
着
実
に
成
長
し
て
い
っ
て
ま
す
。職
員
方
々
の
支
援
の
成
果
が

表
れ
る
の
は
も
っ
と
後
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
利

用
者
の
真
の
望
み
に
一
歩
で
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
事
で

す
。 

こ
れ
を
忘
れ
ず
に
、日
々
の
支
援
に
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
と
共
に
手
を

取
り
合
っ
て
前
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
「
誰
も
が
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会
」
と
は
、お
互

い
が
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
互
い
に
尊
重
し
あ
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ス
ク
ラ
ム
発
足
時
か
ら
、
親
の
会
を
中
心
に
「
み
ん
な
で
歩
け
ば
道
に
な
る
」
と

歩
き
続
け
て
き
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
原
点
に
立
ち
帰
り
み
ん
な
で
次
に
繋
げ

る
一
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ー
理
事 

福
本 

博
文 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

 

 

2 

 

令和５年度 どんぐりスポーツ DAY

昨年の 5 月から、コロナが 5 類に移行になり、子育て

どんぐりでも少しずつ緩和を行い、活動や行事を通し

て、再び、地域の方々や保護者の方々との交流の場を

再開しています。 

 

みんなで子ども達の成長を確かめあう場として開催し

ている『どんぐりスポーツ DAY』も今年はようやく親子

開催を行う事ができ、たくさんの方々にご参加頂きまし

た。2年ぶりに親子で開催出来るというところでは、“親

子で楽しんで欲しいな”という願いのもと、スタッフ間で

種目を考えました。 

年長・年中さんは、親子で美味しいお寿司に変身‼寿

司ネタに変身した子ども達は、温かいシャリにおんぶさ

れてニッコニコでゴール。!(^^)!  

そして、年少さん以下の子ども達は、親子でサファリパ

ークに挑戦‼サル・ペンギン・ライオンにドキドキしながら

も、パパ・ママと一緒に１つ１つのミッションを見事にクリ

アして、「ハイ、ポーズ」といい笑顔。(^^)v 

きっと、どの子も練習以上にドキドキや不安があったと

思います。でも、そのドキドキしながらも一所懸命に頑

張る子ども達の姿を近くで優しく、そして、暖かく見守っ

てくれるご家族やその他の保護者の方々の存在は、子

ども達にとって大きな力となり、褒められることで更なる

自信にも繋がったと思います。 

 

少しずつではありますが、以前のような交流の場が戻り

つつあります。 

今後も色々な交流を深めながら、皆さんと一緒に子ど

も達の成長を見守っていけたらと思います。 

（文責：矢野） 

 

以前より、温かく見守って下さる地域の方々ですが、ス

ポーツ DAY も近くなり、本番に向けて公園で、かけっこ

練習をしていると、買い物帰りに足を止め、微笑みなが

ら子ども達の様子を見守っていて下さったり、横断歩道

を渡る際には、時間を要する時もあるので“お先にどう

ぞ”と合図をしても、車を止めて「いいのよ。渡って」とい

うように返して頂き、子ども達が渡る姿を笑顔で待って

いて下さったりと有難い心遣いに感謝です。 

また、先日は西陵地域で子ども食堂をされている『茫

洋（ぼうよう）』さんを土曜活動で、利用させて頂きまし

た。お昼が近づき「お腹すいたね～」と言いながら茫洋

さんへ。すると、お店の人も入口で待っていて下さり、す

ぐにお弁当をもらい、子ども達にお菓子の詰め合わせ

も頂きました。子ども達はお弁当もさることながら、お菓

子に釘付け（笑）ここでも、お店の方の温かい心遣いに

感謝でした。美味しお弁当とお菓子は、公園でおいしく

頂き、心もお腹もいっぱいに！ 

 

 

～地域の方々に見守られる安心～ 

～待ちに待った！親子スポーツ DAＹ～ 

子育てサポートどんぐり 
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親子で竹灯籠づくり 

～家族親睦会～ 

みんなで焼き芋・豚汁づくり 

～焼き芋交流会～ 

夏休み流しそうめん大会 

～竹の準備から取り組みました～ 

集まる楽しみ♪喜び♪再び♪ 

おやつを向き合って食べられるようになりました。人と一緒に同じものを食

べる。お互いの顔を見ながら食べる。その中で、他愛のない会話を楽しみ、今

日のおやつについて共感し合う。そんな温かいおやつタイムが戻ってきていま

す。マスクをしておしゃべりをしなくても大丈夫になりました。目元しか見えない

表情の中で、お互いの気持ちを察し合うのって、意外と難しいんだなと思いな

がらのマスク生活でしたが、今では笑顔いっぱい、時には悔しさ、悲しさいっぱ

いの子ども達の顔が見られて、安心する日々です。 

 

放課後等デイサービス スクラム 

～表情が見える素晴らしさ～ 

 

今年度のスクラムは親御さん同士の交流の場づくりを大事にしていま

す。コロナ禍を経て改めて親御さん同士の語らいの場の必要性と願いの

高まりを感じての取り組み再開でした。職員と親御さんの共同企画で“保

護茶会（おしゃべり交流会）”を開催。スクラムっ子の家族も含めた交流

企画も以前と比べ気兼ねなく賑やかに開催することができました。毎回お

母さん同士のおしゃべりは尽きることがありません。顔を合わせてお互い

の「本当」を感じ合いながら意見を交換することで本当の意味での信頼

関係や共に頑張ろうという意欲が湧き上がるような思いもしています。 

コロナ禍が反面教師として教えてくれた人と顔を向き合わせて話す大切

さを噛みしめながら、人と人との繋がりを大事に、そしてその繋がりを事を  

動かすパワーに変えられるスクラムでありたい、ハッピーでありたいと 

考える今日この頃です。（文責：森） 

 

～会って話せる安心～保護者会・交流企画 

 

地域の中で、共に 

  １０月西陵福祉館で“福祉の集い”が開催され 

ました。西陵地域の民生委員さんと福祉事業所が協力し開催している集い

です。今年は数年ぶりの開催。スクラムも作品展示という形で参加しました。

嬉しい感想を多数いただき、物作りや表現する事を楽しみながら育ちゆくスク

ラムの子ども達の存在・思いを発信できたのではないかと感じました。 

11月にはスクラムの清掃活動に西陵地域の民生委員さん方が来てくださ

いました。子ども達が遊ぶ庭の木々を剪定し、日頃、後回しになりがちな細か

い部分までピカピカにしていただきました。 

 

縁あって西陵という地域を同じくする方々と出会い支えられています。地域

の方々と共にある安心感そして、共に育ち合うこともできるスクラムでもあるこ

とを再認識しています。地域の中でお互いを知り育まれていく安心感を社会

全体の安心感へとつなげていけたら･･･そうねがっています。 （文責：児玉） 
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約４年ぶりにサポートセンター開に戻ってきた「開マルシェ」。今

回は、開の保護者やなかまたたちを中心に、法人内の各事業所ス

タッフ、各事業所を利用されている方、そしてイベントをしている風

景を見て立ち寄ってくださった地域の方々など、多く参加してくださ

り、大盛況で幕を閉じました。久しぶりにお会いし昔話に花を咲か

せるなど、とても貴重な時間となったと同時に、「人と人のつなが

り」の大切さを改めて感じることのできた開マルシェとなりました。 

 また、今回駐車場をお借りするためにセイカ食品様へご挨拶にお

伺いした際に、開の名前を出したところ「駐車場のすぐ隣の施設さ

んですよね」と私たち開の存在を知って頂いており、快く貸してい

ただくことができ、改めて私たちの事をたくさんの人が見ているの

だと感じました。 

 

サポートセンター 開 

 サポートセンター開では、町内会の清掃作業などにも積極的に参加するようにしており、地域の方々との

交流も行っています。 

 普段の活動で開のなかまたちが行っている「地域掃除」では、開周辺の道路のゴミ拾い、掃除を行う活

動で、 継続的に取り組んできたことで、通りがかった地域の方から「いつもありがとうね」や「マーケットは

次はいつかな？またチラシ待ってるね」などと声をかけられることも多いです。掃除を通して自分たちが地

域の一員だと感じることができる、地域の人とのつながりを感じることができる時間でもあります。 

 何かあったときに、手助けをもらう為だけに地域とつながるわけではなく、自分たちも地域の一員なんだと

いう自覚をもって、自分たちで行動を起こしていくことで地域の方々にサポートセンター開という存在を知っ

てもらうこと、その繰り返しで地域と繋がり、開かれた事業所になっていくのではないかと思います。 

 今後も、町内会での活動に参加し、開マルシェや餅つきなどのイベントを開催しつつ、日ごろから地域の

中で活動を行なうことで、サポートセンター開のことを知っていただきたいと思います。 

（文責：池田） 

 

～開マルシェ復活！！～ 

 

～地域の方々との繋がり～ 
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「改めて感じる人と人のつながりの大切さ」  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループホーム ハッピー 

～親たちの想いを受けて～ 

 
 グループホームハッピーは NPO法人立ち上げ時からの親たちの熱い想いが 

形になった施設です。重いハンディのある我が子が本人らしく、のびやかに地域 

社会の中で暮らしていけるこれまで共に育ちあったなかまと一緒に！安心して託せる施設に‼と願われ 

た親御さん方の思いを受けて鹿児島市のはずれにある直木町に在ります。 

朝は小鳥のさえずりでめざめ、夜は満点の星空がきれいな場所です。昨今過疎化が進み

利用者の方々と時折お茶畑の広がる小道を散策するのですが、住人の方々に出会うこと

もほとんどありません。若い人たちは鹿児島市・日置市に働きに出て高齢者や空き家も目

立つ地域です。バスや電車を利用したいと願っても難しい現状があります。 

                                             

花苗栽培地域の

ゴミ拾い

施設周辺の

清掃

施設での

販売会

地域の方と

畑作り

公民館掃除

地域の行事

に参加

こんなこと

やってみたいなぁ～♪

ここで暮らしていくということを考える時に、もっと地域の方々とつながりを持ちたい、自分たちがいると

いうことを知ってほしいという気持ちが芽生えてきました。 

「よそ者、分からない人たち（障害者）」という認識から同じ地域の住民としての理解に繋がるよう、夢、

展望を描いてみました。 

そこで、『地域の中でグループホームハッピーは何ができるのか』を、自治会や民生委員、地域住民、

公共機関の方々（近隣の警察署、消防署、学校など）と一緒に考えて地域交流を深めて行きたいと思い

ます。また、いずれは地域や社会のコミュニティの場として、グループホームの庭で育った野菜の販売会や

バザーなどの活動もできたらいいなと願っています。 

志は高く、グループホームハッピーは地域の方々との交流を深めることに力を注いでいきたいと思って

います。 （文責：戸木田） 
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～地域の中でグループホームハッピーは何ができるのか～ 

 

「親亡き後の終の棲家として 地域で暮らす」を考える 
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＜プロフィール＞ 

名前：古川さん 

所属：放課後等デイサービス スクラム 

職名：保育士 

勤務年数：６年 

（非常勤５年、現在正職１年目☆彡） 

          

NPO法人ハッピーで 

Q1経歴を教えてください。 

４０歳で保育士を取得。それ以降ス

クラムで保育士として働いています。 

Q３ 大事にしている仕事内容を教えてください。 

   子ども達へ手作りおやつを出しています。台所に来て

「今日、おやつ何？」、「お手伝いする！」と子ども達との

やりとりを大事に、温かいスープやできたての香りを届

けられるように工夫しています。 

 

 

    

Q2 なぜ NPO法人ハッピーで働き、 

正職になろうと思ったのですか？ 
我が子２人が成人し、今なら“スクラムの 

子たちのためにもっとやれることがあるか 

も！！”と思い、正職に。あと、温かく迎えてくれた 

スクラムスタッフのおかげです。         

Q４ この仕事をしていて感じる魅力を教えてください。  

   日々わからないことばかりで「ムリ！」と思うこともありますが、

我が子と同じ様に接し、どんどん可愛く思えてくる子ども達。

私を優しい気持にしてくれ、笑顔にしてくれる、そこが一番の魅

力だと思います。   

＜プロフィール＞ 

名前：中村さん 

所属：サポートセンター開（生活介護事業所）  

職名：生活支援員 

勤務年数：１年目          

Q1何故開で働きだしたのですか？ 
ご縁があり、知人からの紹介で生活支援員という職

種、そしてサポートセンター開を知りました。 

まずは週１回から働かせて頂き、運営方針である「心

地よいと感じる居場所、雰囲気創り」をスタッフが心

掛け、利用者さんの立場に立った姿勢に魅力を感じま

した。また仕事や余暇活動を通して利用者さん、スタッ

フとコミュニケーションをとる中で、私も働いていて心

地よい環境だなあと感じ、皆さんの一員となり生活支

援員としてさらに学びたいと思い、就職致しました。 

Q2実際に働いてみてどうですか？ 

新しい業務への取り組みに不安もありましたが、利用者さん

に「こうするんだよ！」「出来る？」と心配してもらう事もあり

…(笑)日々学ぶことが多いですが、自信いっぱいに出来る

事を伝えてくれる姿に嬉しく思います。また、利用者さんと少

しずつ信頼関係が築けてお互いの距離が近く感じられるこ

とがとても楽しいです。 

      Q３ 今後の目標を教えてください。 

今は利用者さんにとってどのような支援が良いのか、色々

な事を試したり、他の方のやり方を見て学んだりしている

ところですが、先輩方それぞれの良いところを取り入れつ

つ、今後は専門知識をもっと学び自分らしさを持っている

支援者になりたいと思います。 

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教えて、ハッピー先生!! ～障害福祉サービスについて～ 

今回は、多種多様にある障害福祉サービスとは、どのようなものなのか？についてお話しますね。 

上の表は「厚生労働省・障害福祉サービスの概要」に掲載されているもので、障害福祉サービスには

以上の制度があります。「生活」を単に入浴、排せつ、食事の場面と限定せずに、休日の過ごし方やお金

の使い方、社会のルールやマナー、本人らしく生活、生きるという所まで考える必要があるのではないで

しょうか。 

また、最近、「自立」を強調する風潮があるようにも思いますが、一人でなんでもできることが自立では

なく、誰かや何かに頼って頼られることが自立なのではと感じます。 

どんな生活を営み、どんな人生を送りたいのか、その為に必要な支援は何か、使える支援は何か、ご

家族で話すきっかけになればと思います。 

私たちの法人では「共同生活援助（グループホーム）」「短期入所（ショートスティ）」がありますが、な

かま達の生活をまるっと支えるためには他の制度も利用できるようにしたいところですが、現状では人材

確保や運営状況などの面から難しい状況があり、私たちとしても歯がゆい思いをしているところです。 

（文責：大石） 
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【入会方法】振込用紙に、氏名、住所、電話番号、会費種別（個人/団体）をご記入の上、下記口座にお振込

みください。その際に、誠に申し訳ありませんが、振り込み手数料をご負担くださいますようお願いいたし

ます。 

＜口座名義＞ トクテイヒエイリカツドウホウジンハッピー     

       ダイヒョウシャ ヤマサキヒロノブ  

＜口座番号＞ 鹿児島銀行 西陵支店   

       普通預金  口座番号 545722        

お問い合わせ先 NPO法人ハッピー 099-283-6120（担当：有村） 
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共に創るハッピーな未来に向けて ！ ～これまでも これからも～ 

＜編集後記＞  ～第２２号の発行を終えて～ 

今回は「繋がり」というテーマでハッピー通信を制作してきました。現在の社会情勢の中では、分断や対立、孤立 

の構造になりやすいように感じます。そんな中、私たちの日々の活動で子ども、なかま、支援者、保護者、そして地域と

のつながりの大切さに改めて目を向けてきました。ハッピー通信を読んでいただき、皆さんの中に新たな気づきや疑

問がうまれ、少しでも世界が広がっていただくきっかけになればと思います。（文責：大石） 

＜賛助会員の方との嬉しいつながりをご報告＞ 

ある日スクラムに一人のお客様がやってこら

れました。改まった雰囲気に“私たち何か失礼を

してしまったかな！？”と思った私。しかし、そんな

心配はご無用～！「自宅にたくさんタオルがある

んだけど、こちらで使わないかなぁと思って尋ね

たのですが。」とのこと☆スクラムと同じ西陵地

域にお住いの賛助会員として長年応援してくだ

さっている方であることがわかり、一気に不安が

安心へと変わったのでした。 

賛助会員さんが温かい目で見守っていて下さ

っていることを改めて感じた出来事でした。また、

不安が安心へと変わる、そんなことの積み重ねと

関係の拡がりがハッピーな未来につながってい

くのではないかとも思いました。共にハッピーで

安心な社会を築いていく仲間を拡げていきたい

そんな思いも新たにしました！このつながりに感

謝します☆（文責：児玉） 

ハッピーを 

応援してるよ！ 

 （上野さん） 

～賛助会員さんからのメッセージ～ 
 

様々な特性を持つ子ども達に向き合って

いくのは容易な事ではないと思います。し

かし、ハッピー通信から先生方が子ども達

一人一人にしっかり寄り添い、共に成長し

ていかれる様子が伝わってきて、いつも頭

が下がります。また、一人一人の子どもの

想い、個性、強みを見出して「形」になるま

で支援をしていかれる過程も伝わってきま

す。そこから「どんな子も沢山の可能性を

持っている」と学ばされます。私自身はスク

ラムさんとの関わりによって特性を持ってい

る事に対して完全に認識が変わりました。

そして、関わりをもつ事の大切さを痛感して

います。今後も職員、保護者の方々、何より

も主役である「子ども達の頑張り」に地域

住民として精一杯のエールを送り続けたい

と思います。 
 

（西陵地域元民生委員坂尾さんより） 

 


